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平成13年6月4日，和漢薬研究所の機関研究員も含む全職員が参加して研究発表会が開催された。一年に一
度全職員の研究活動の内容（31演題）を発表し，お互いに意見交換するという絶好の機会であった。専門分野
も異なるので発表や討論の時間を長くして 2日間くらいかけて行う方がより充実したものになるという意見も
あった。以下に発表会のプログラムを記す。 ［担当化学応用部門］
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「和漢薬研究所研究発表会によせて」
2.化学応用部門（9 : 10ー 10: 25) 
1) ベトナムとミャンマーの天然薬物の研究
2）和漢薬研究におけるマススペクトロメトリーの応用
3) Biological and LC-MS Analysis of Propolis from different continent 
4) MSバ侶を用いたDiarylheptanoid類の構造解析
5）加水分解酵素を用いたジカフェオイルキナ酸誘導体の位置選択的合成反応
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3.資源開発部門（10: 25-10 : 55) 
1）資源開発部門の2000年度活動概要と2001年度の方針
2）ヨルダン国の生薬市場及び植生調査報告一農牧業振興と環境保全の観点から－
???????
4.病態生化学部門（10: 55-11 : 55) 
1）癌転移及び免疫アレルギー性疾患の作用機序の解1斤と制御 教授
の免疫応答性（遺伝的体質）は変化するか 助教授
の腫蕩血管を標的とした癌治療の戦略と腫蕩血管新生の新たなメカニズム 助手
4)活性化NKT細胞のCytokine産生と免疫調節機能Costimula tory moleculeによる制御
研究機関研究員 芳弘
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5. 臨床利用部門（13: 00-13 : 45) 
1)シソ油による口内炎の予防
2）食餌n-3系不飽和脂肪酸による LPS誘発sicknessbehaviorの抑制
3）マウスへのdinitr‘ochlorobenzeneの反復塗布により観察される掻き行動
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6.生物試験部門（13: 45-14 : 45) 
1）釣藤散及び釣藤鈎の実験薬理：高血圧及び脳虚血に対する作用 教授
の脳内ニューロステロイドallopregnanoloneによる GABA-A受容体作動薬の薬効の制御
助教授
3）慢性虚血ラット脳中で発現変化する新規単離因子の生理機能・発現制御機構の解明
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4)記憶学習機能に影響する和漢薬の薬効評価法の基礎検討
7.薬効解析センター（14: 45-15 : 30) 
1) Curcuma属植物の分子系統学的解析と穆金類生薬の品質に関する研究
2）神経回路網形成を機序とする抗痴呆薬開発を志向した
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助教授 1j怯かっ子
伝統薬物の解析－特にインド生薬Ashwagandhaについて一 助手東田千尋
3) Human Intestinal Bacteria Capable of Transforming Secoiso-lariciresinol・diglucosideto the Mammalian 
Lignans Enterodiol and Enterolactone 外国人客員教授 MeselhyR. Meselhy 
8.漢方診断学部門（15: 30-16 : 30) 
1）桂皮の自律神経系に及ぼす作用 客員教授柴原直利
2）心理テストによる証の解析 客員助教授喜多敏明
3）脳血管障害に関する釣藤散の効果に関わる研究 客員助教授後藤博三
4) TaqManアッセイを用いた新生薬同定法の開発 寄付研究部門教員伏見裕利
9.薬物代謝工学部門（16: 30-17 : 45) 
1）薬物代謝工学部門の現状と5カ年計画 教授服部征雄
2）抗酸化物による加齢病態の制御 助教授横津隆子
3）生体分子との相互作用で考える和漢薬に関する研究 助手宮代博継
4）天然薬物を基原とする抗エイズウィルス薬の開発研究－青嵩のHIV・1プロテアーゼ、阻害活性について
技官中村憲夫
5 ) Withanolides with neurite outgrowth activity from the roots of Withania somnifera 
研究機関研究員 ZhaoJing 
10.恒常性機能解析部門（17: 45-18 : 15) 
植物性エストロゲンのヒトスルホトランスフエラーゼによる代謝 客員教授渡部 烈
